
１０月は、立教の月。秋季大祭です。

立教の元一日、信仰の元一日を思い返し

て教会へ、おぢばへご参拝ください。

それぞれのご先祖様も喜んでくださるこ

とと思います。

・・・

もう何年も前のことですが、家の外で遊んでいた娘が突然

に飛び付いてきました。「おとうさん！

『わたし』は『わたし』なんだよね」と泣き出しそうな顔

で訴えています。話を聞いてみると、お兄ちゃんと「ごっこ

遊び」をしていて、自分が誰だか分からなくなったようです。

多分、アニメのキャラクターになりきって遊んでいたのでし

ょう。「おまえは○○だ！」と呼び合ううちに混乱し、不安に

なったようです。

早速、娘を抱きかかえて言いました。「それは、お父さんが

一番よく知っているよ。おまえが生まれたときはお母さんの

そばに居たし、生まれてすぐに抱き上げた。おまえに名前を

付けたのは、パパだよ」。こう聞くと安心したのか、また笑顔

になって遊び始めました。

生まれたときから子供の姿を見ている者にとって、「その子」が「そ

の子」であることは当然のことです。しかし、当事者である子供に

とっては、これは決して当たり前のことではない。誕生の瞬間から

見守っている誰かに伝えられて、初めて「自分」が「自分」である

と確認することができるのです。

「人間始めた元のやしき、これは日日諭して居る」

この世界の始めから親神様は、一人一人の人間を見守り育んでこら

れました。そして、教祖を通して、あるべき人間の真実の姿を伝え

てくださいました。「自分」を見失った子供が親への信頼によって「自

分」を取り戻すことができるように、私たちも教祖を通して、これ

まで知ることのなかった真の「自分」に出合うことができます。教

祖の教えを真実であると信じるとき、初めて見失っていた本来の「自

分」を取り戻すことが可能になるのです。（岡）

・・・

昨年のこの月の月報にはこのお話が出てきました。よほど聞かせて伝えたいことなので

しょう。おぢばは唯一無二の場所です。親神天理王命様が御鎮まりになり世界中の人々を

守護されておられます。そして、おやさまが帰ってこられた全ての人を暖かく優しく迎え

てくださっています。今年は春の桜、夏のこどもおぢばがえりと写真クラブの方々を連れ

て参拝しました。11月には銀杏並木を楽しんでもらおうと計画しています。
参加された方たちからは、多くの神社仏閣とは違う何かを感じておられるようでした。

それはひのきしんに励む修養科生との会話から出会ったり、こどもおぢばがえりに参加し

ているこどもたちの天晴れな笑顔や精一杯演奏している鼓笛隊の姿からなのかもしれませ

ん。信心することからにじみ出てくるその人のカラーや雰囲気は、知らないうちに周りの

人に写ります。これこそが、実は「においがけ」となると思います。

言葉で説明するよりより深く伝わるのだと思いました。
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大阪教区おぢば伏せ込みひのきしんにて

９月５日前日の雨から一転して晴天の下、本部西境内地で除草ひのきしんを行いました。

支部からは２０名近くの人が参加して約１時間あまり除草に勤しみました。

ひのきしんの後、この笑顔の記念写真となりました。

・・・

SMAILE AGAIN
もしもあなたが今悲しみの中にいて よるべない不安に震えているのなら

声にならない声を 今 その見えない涙を 今

わかちあうことが できないだろうか

言葉で伝わらない言葉もあるけれど せめてこの歌声があなたに届いたら

勇気をふりしぼって 今 涙をぬぐいさって 今

なつかしい笑顔に もう一度会いたい

SMAILE AGAIN 祈りは海を越え SMAILE AGAIN 願いは風に乗り
SMAILE AGAIN 夢を忘れないで 愛は時を渡る

忘れないで欲しい いつも思っている だからこの歌声が あなたに聞こえたら

小さな声でいい 今 一緒に口ずさんで 今

どうか僕のために もう一度笑って

SMAILE AGAIN 一人は小さくて SMAILE AGAIN とても弱いけれど

SMAILE AGAIN 強くこの愛を 心こめて歌う

SMAILE AGAIN 祈りは海を越え SMAILE AGAIN 願いは風に乗り

SMAILE AGAIN 夢を忘れないで 愛は時を渡る


